
―曲線における身体性を直線化する設計手法の提案―おける身体性を直線化する設計手法

　現代建築は施工技術の進歩やコンピュータ解

析の発達により、曲線・曲面などを用いた自由

な空間が多く表現される。自分自身も国内外の

建築を訪れ、それらの空間を体験する中で特殊

な身体感覚を肌で感じた。自分自身が体験した

身体感覚はどのようにして構築できるのか。ま

た、そのような身体感覚を誘発する空間は曲線・

曲面に限定されるのかという疑問を持った。

　自身の体験から本研究では曲線・曲面に着目

し、その建築空間における身体と空間の関係性

を明らかにする事を目的とし、さらに自身の設

計においては、そのような空間を直線的な構成

のみでの建築の構築へと発展させていく。本研

究はそのような身体的空間を構築する自身の設

計手法の一助とする。

　次に曲線・曲面における知覚に関する調査を行った。ここでは深澤助雄氏の研究 (「空間と形に感応する身体　かたちに感

応する身体」東北大学出版会 ) を参考にした。深澤氏はドイツの物理学者ルードヴィヒ・クラーゲスの「メルキオール・パラ

ジーの知覚論」から「静止態が示す輪郭や線に我々が惹きつけられる際に我々のうちに進行するひとつの動きが発見されて

いる。そしてこの動きは対象の輪郭をなぞる動きとして模倣につながることであり、『表現』を読みとるときには印象として

心のうちに表現内容が先行的に転移しているということである。」と自身の解釈を述べている。

　この「メルキオール・パラジーの知覚論」による身体感覚の変化を表すと、実身体がある物体の輪郭線をなぞることによっ

て、その先に先行する「仮想身体」が生まれるという図式が描かれる。

　エーロの作品を見る前に、もう一度現代建築を振り返ってみる。例えばOMAの設計による
Educatorium では床の輪郭をなぞっていくうちに、あるところで壁へと変わり、そして天井になっ
ている。床、壁、天井といった建築を構成するエレメントが一筆書きで表現され、途切れのない
空間体験を演出しているのである。このように床、柱、天井が一体化されたエレメントにおいては、
そこで様々なスケールを横断しており様々なスケールの「仮想身体」が生まれている事になる。
　私はこのように、建築を構成するエレメント同士が曲線または曲面によって、境界線を曖昧に
途切れることなく横断していく事を「エレメントの横断」と呼ぶこととする。
　「メルキオール・パラジーの知覚論」と「エレメントの横断」をもとに TWAの分析を行っていき、
エレメントのスケールの大小を行き来する中で生まれる｢仮想身体｣の変化がどのような空間体験
を起こしているのかを明らかにしていく。

　研究では曲線を用いた建築における先駆的な作品として知られる、エーロ・サー

リネン設計による「Trans World Airlines Terminal」(※以下「TWA」) を研究対

象とした。エーロ・サーリネンはこの設計で構造的な挑戦として、コンクリート

シェルによる自由な曲線美の実現を果たしているが、彼の言説からは曲線の主題

はシェルのみならず、その他の建築構成要素 ( エレメント ) にまで及んでいる事

が読み取れた。これらの事から、エーロはスケールの大小に関わらず、すべての

エレメントをヒエラルキーなく等価に扱い、そこに身体的な感覚の変化が作用し

ているものと仮説を立てた。この仮説を基に、TWAのエレメントから空間構成

を分析していく。
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ヒエラルキーなき建築構成要素 ( エレメント )

「すべての曲線、空間や部品、標示盤から手摺り、カウンターに

至るまで一貫した性格で通すのである。旅客が建物の中を歩き

回ったときに、すべての部分が互いに関連を持ちつつ、同じかた

ちの歌を謳っていると感じさせたい。」

byEero Saarinen ー ARCHITECTURE FORUM(January, 1959)
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Friedrich Konrad Eduard Wilhelm Ludwig Klages
(1872-1956)
ドイツの哲学者、心理学者

「人間は空間を知覚する上で『輪郭をなぞる』という心理特性を持って

おり、『仮想的運動 engebidete Bewegung』という能力が働く」

メルキオール･パラジーの知覚論



　曲線・曲面によって 3次元的に展開する「エレメントの横断」によって誘発される「身体性」

を明らかにする為、TWAの空間における「面」に焦点を当て空間分析を行った。TWAから「エ

レメントの横断」が見られる 21個の「面」を抽出することができた。( 単体のエレメントの

みで構成されている「面」は除く )

　また、分析するにあたってエレメントによって誘発される「仮想身体」のスケールの変化を

段階的に可視化する為に、「面」に現れるエレメントを抽出し、抽出された 34つのエレメン

トをスケールの大小の関係から「Scale L 骨格的要素」、「Scale M 構築的要素」、「Scale Ｓ家具

的要素」の３通りに分類した。これらを基に、それぞれの「面」から「抽出されたエレメント」、

「エレメントの分類」、「隣接する機能」の関係から、「エレメントの横断」によって現れる「仮

想身体」の変化を読み取っていった。

　分析結果から「エレメントの横断」による空間作用が「流動型」、「拡張型」、「包容型」の 3

種類に類型され、それぞれはスケール変化の差異によって変化していく事が分かった。これら

の分析結果を基に、設計手法への展開を試みる。

05 分析 06 設計条件 07 設計手法への展開

<ⅰ>　直線における「エレメントの横断」< 東京都西新宿 >高層都市に住まう集合住宅

<ⅱ>　身体スケールから拡張するストラクチャ－
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６: 遊戯室、７: 事務室、８: 保健室、９: 給仕室、１０: 応接室
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▼21 の面における「仮想身体」のスケール変化を記した相関図

面の中で展開する「エレメントの横断」から
「仮想身体」のスケールの変化を分析していく

「エレメントの横断」の見られる
21 の面を抽出

スケールの変化を可視化する為
エレメントを 3段階に分類

敷地に建つ住宅群

高層ビル

小道公園

超高層ビル
約 170m 超高層マンション

計画敷地

約 150m

約 10m

約 70m

低層住宅群

高層マンション

　設計では実際に存在する敷地を選定し、身体感覚のテーマを現代都市の問題点と重ね合わ

せて取り組んでいく。

　敷地は「東京都新宿区西新宿 6丁目」の一角である。西新宿の高層エリアに隣接し、かつ

古くからある小さなスケールの住宅が存在している。高層群の中には約 170mのオフィスビ

ルや約 150ｍのタワーマンションなど、小住宅群の中には 6ｍほどのものもあり、スケール

感覚が混乱している場所である。

　この現状から本設計では、「身体」を置き去りに高層化を続ける都市に対して、主に「身体

感覚の拡張性」を促し「身体」と「都市」を行き来するような身体感覚を誘発する建築空間

を持った集合住宅の設計を、設計手法の実証の為の設計条件とする。
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エレメント エレメント エレメント
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エレメント エレメント

曲線・曲面における「エレメントの横断」 直線における「エレメントの横断」

　曲線・曲面においては、物体の動的な変化によって身体感

覚の変化を引き起こしている。直線においては「物体」の動

的な変化が根本的に得られないのが難点であるため、本設計

では「物体」の変化でなく、「身体」の変化によって「エレメ

ントの横断」が引き起こされるよう空間操作を加えていくこ

とにする。直線的な「物体」に対してある「エレメント」を

挿入することで、断面方向の違いが生まれ、そこにスケール

の変化を見出していく。

身体スケールから拡張するストラクチャ―が身体感覚を拡張させ、
「身体」が「都市」へと近づいていく

「ベンチ」から拡張する
ストラクチャ―

「テーブル」から拡張する
ストラクチャ―

「棚」から拡張する
ストラクチャ―

「天井」から拡張する
ストラクチャ―

　建築を構成する要素として最も大きな構造体を、身体スケー

ルから考える。例えば高さ 400mmに設定された「ベンチ」が

あった場合、「ベンチ」のエレメントが段階的にスケールアッ

プし、そこに身体の拡張性が生まれるのではないかと考えた。

　この考えを「テーブル」、「棚」、「天井」といった家具的身体

スケールに充て、それぞれを 4段階の高さの変化のある「スト

ラクチャ―」として置き換えた。

　これらをそれぞれ「ストラクチャ―S」、「ストラクチャ―M」、

「ストラクチャ―L」、「ストラクチャ―XL」とし、それぞれが互

いに関係性を持ちながら多様な「身体性」を構築していき、高

層化する「都市」に身体が近づいていくような建築空間を目指

していく。
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１: メインエントランス、２: ポスト、

３: エントランスホール、４: 駐輪場、

１３: 住戸 A( 単身者住戸 )、

１６: 住戸 B( 単身者住戸 )、

１８: 共用テラス、

２３: 住戸 Bテラス

２５: ロビー、３

１: 多目的ホール、

３３: 物置、

３７: 住戸 E( 単身者住戸 )、

４０: 住戸 H( 単身者住戸 )、

４１: 住戸 I( 単身者住戸 )、

４２: メゾネット住戸D

遊戯室とシェアタイプ住戸の交錯

最上階ロビー

ストラクチャ―の交わる外部テラス

外部テラスからの見上げ

Scene2: 共用廊下
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「床」Level37800

Level＋35200　S=1:300

４６: メゾネット住戸G、４７: メゾネット住戸H
４２: メゾネット住戸D、４３: メゾネット住戸 E、

４４: メゾネット住戸 F、４５: 長屋住戸 A

ストラクチャ―S × × ×ストラクチャ―M ストラクチャ―L ストラクチャ―XL 4 種類のストラクチャーによる全体構成

　4種類のストラクチャ―「ストラクチャ―S」、「ストラクチャ―M」、「ス

トラクチャ―L」、「ストラクチャ―XL」の組み合わせによって全体を構築し

ていく。

　それぞれのストラクチャ―は異なるグリッドに乗り、周辺の環境のスケー

ルに合わせて軸線も傾いている。これら 4種類の構造体はそれぞれが異なる

高さを持つため、互いが断面方向で作用し合い「ベンチ」や「棚」などの身

体スケールの機能を生みだしていく。

　「構造体」として認識されるストラクチャ―に「身体性」を持たせながら

展開させていくことで、直線の空間においての「エレメントの横断」が誘発

され多様なスケールの身体感覚を生みだしていく建築空間を構築していく。

07 設計手法への展開

<ⅲ>　ストラクチャーの相互作用によるエレメントの生成

900

1800

3000

6000

6000

3000
1800

900

「ストラクチャ―S」
SRC 造の構造体。建築の脚下を強く支える役割を担っている。

「ストラクチャ―M」
ガラスのヴォリュームにアルミメッシュの被膜が覆われた構造体。

ヴォリュームには内部空間が存在しており、主に垂直動線や設備機能が

おさめられている。

「ストラクチャ―L」
黒の外壁が施された構造体。

内部空間を持ち、主に単身者住戸がおさめられている。

「ストラクチャ―XL」
鉄骨造でトラスが組まれ、半透明のガラスで被膜された最も大きな構造体。

内部空間を持ち、ロビーや多目的ホールなど多くの人が収納される機能や

2層にまたがるメゾネット住戸などを持つ。

各ストラクチャーの断面詳細図

ストラクチャーの相互作用によって
新たに認識されるエレメントの生成

ストラクチャーＳ ストラクチャーＭ ストラクチャーＬ ストラクチャーＸＬ

ストラクチャー
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ストラクチャー

Ｓ
エレメント

？
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？
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？

エレメント

？

エレメント

？

ストラクチャー

Ｍ

ストラクチャー

Ｌ

ストラクチャー

ＸＬ

スラブ

08 図面

共用廊下での交流

N N

敷地：東京都新宿区西新宿 6丁目

機能：集合住宅、託児所

敷地面積：1470 ㎡　建築面積：980 ㎡　延べ床面積：3850 ㎡

住戸タイプ：単身者住戸１２戸、メゾネット住戸１１戸、長屋住戸 1戸、シェアハウス住戸１戸

設計データ



SECTION Z-Z’　S=1:100

▽Level 46000

▽Level 40500

▽Level 37900

▽Level 35200

▽Level 32600

▽Level 30000

▽Level 27200

▽Level 24500

▽Level 23000

▽Level 20000

▽Level 14500

▽Level 12200

▽Level 8000

▽Level 7000

▽Level 2500

▽GL
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３: エントランスホール、６: 遊戯室、１８: 共用テラス、

２０: 共用リビング・ダイニング ( シェアタイプ住戸 )、

２４: 内部通路、２５: ロビー、３１: 多目的ホール、

３２: 外部通路、３５: メゾネット住戸 B、３６: メゾネット住戸 C、

４０: 住戸 H( 単身者住戸 )、４４: 住戸 L( 単身者住戸 )、

４２: メゾネット住戸D、４３: メゾネット住戸 E、４４: メゾネット住戸 F、

４５: 長屋住戸 A、４６: メゾネット住戸G、４７: メゾネット住戸H、

４９: メゾネット住戸 J


